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これまでの測定では粒子毒性ですら過小評価していた

隅田川河口域の表層水中MP濃度： 1 個/L〜4 個/L

粒子毒性の閾値（MP濃度）： 7 個/L

東京湾表層海水中MP濃度： 0.0004 個/L〜 0.01 個/L

Everaert et al. (2018)

Sugiura et al. (2021)

Isobe et al. (2016)



大きなサイズの海洋プラスチックごみからナノプラスチックま
であるなかで、海洋でも陸水でも300 µm以上のマイクロ
プラスチックが測定されている。
粒子毒性が適正に評価されるでしょうか？

（添加剤等の有害化学物質の海洋でのキャリアーとしては
300 µm以上が重要であります）

形状的に繊維状のものもかなり検出されるが、繊維状の

マイクロプラスチックの生物およびヒトへの影響は破片状の
ものと異なるのか？

自然条件下でマイクロメーターサイズからナノメーターサイズ
までプラスチックは劣化すると考えられるか？

Key Question-1



ヒトの胎盤からもマイクロプラスチックが検出された
→添加剤が胎児に運ばれる？



臍の緒からプラスチック添加剤orプラスチック成分の
ビスフェノールAが検出された。

高分子物質（プラスチック）は胎盤で遮断されるが、添加剤は胎盤を通り抜ける?



• 昨年12月にヒト胎盤からマイクロプラスチックが検出さ

れた。ヒト体内、特に胎児に近い部分までプラスチック
汚染が及んでいることが示された。

• 一方、胎盤のフィルター効果を考えると、プラスチック粒
子よりも添加剤が胎盤を通過して胎児に曝露されること
が危惧される。

• 胎児側の臍帯からすでにビスフェノールAは検出されて
いる。

ヒトへの影響について、医学関係の研究者も含めて、研究
を進める必要があると思うが、どう考えるか？

Key Question-2
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